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日時：平成27年6月24日（水）　15：00〜16：30

会場：ザ・キャピトルホテル東急（大宴会場「鳳凰」）
 〒100-0014 東京都千代田区永田町2-10-3

＜議事次第＞
１． 開会の挨拶 滝川　晃一　理事長

２． 議長団・議事録署名人選出 滝川　晃一　理事長

３． 議案審議
　　■第1号議案 平成26年度事業報告承認の件 藤原　洋二　副理事長兼専務理事
　　■第2号議案 平成26年度収支決算報告及び監査報告承認の件
 収支決算報告 山崎比紗子　財務委員会委員長
 監査報告 井手　勝輔　監事
　　■第3号議案 平成27年度事業計画案承認の件 藤原　洋二　副理事長兼専務理事
 仲宗根幸子　教育委員会委員長
 水野　義夫　講師委員会委員長
 金子実由喜　組織委員会委員長
 木下美穂里　企画委員会委員長
 北村　智恵　広報委員会委員長
 山崎比紗子　財務委員会委員長
 萩原　直見　法制委員会委員長
 鈴木　政信　スクール委員会委員長
 髙野　恒樹　国際委員会委員長
 松浦　正広　サロン委員会委員長
 滝川　裕史　プロダクツ委員会委員長
 藤原　洋二　総務委員会委員長
　　■第4号議案 平成27年度収支予算案承認の件 山崎比紗子　財務委員会委員長
　　■第5号議案 監事選任の件 滝川　晃一　理事長
　　■報告事項  1. 理事・評議員選任の件 萩野　　眞　副議長

４. 閉会の挨拶 水野　義夫　副理事長

議　　　　長：新岡 純子 理事
副　　議　　長：萩野 眞 次期理事
議事録署名人：兼光 アキ子 次期理事、中村 富玖実 次期理事
司　　　　会：木村 俊弥 事務局長

第10回（平成27年度）　通常総会　報告書
特定非営利活動法人 日本ネイリスト協会

本総会は、議決権数 4,722名（平成 27年 3月末日現在の正会員数：個人 4,202名、法人 520
社）のうち、144名の出席者と、委任状を提出した議決権委任者 2,234名を合わせて 2,378
名となり、総議決権者の 1/2以上となったことにより、定款 27条の定めにより成立した。
上記議事次第の通り審議され、第 1〜 5号議案は、すべて原案通り可決・承認された。
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平成26年度  事業報告承認の件
（平成26年4月1日〜平成27年3月31日）

第 1号議案

平成 26年度は、「ネイルサービス業」が日本標準産業分類の独立した分類項目として施行された

記念すべき年となりました。（日本標準産業分類第 13回改定、平成 26年 4月 1日施行）

協会事業は、来たるべき設立 30周年に向けて、各分野の活動をより強化するとともに、中長期的

な視点に立って、これからのネイル産業の新たなパラダイム構築の指針作りに着手しました。

協会が行う“検定・資格制度”、“各種認定制度”、“イベント・コンペティション”、“セミナー”、

“トレンド発信”、“教育教材の開発”、“広報 PR”、“国際交流”など、ネイルに関するあらゆる分野

を網羅した 12委員会を中心とする組織力に磨きをかけ、さらに横断的なプロジェクトの機動力によ

って積極的な活動を展開し、ネイル産業の振興と社会的地位の向上に努めました。

全面改訂した新テキスト『JNAテクニカルシステム ベーシック』を発刊して、日本の高いネイル

技術を支える教育機関に提供し、その中心である“JNA認定校”によって、業界基準である検定・

資格制度の定着が促進されました。

“JNA認定ネイルサロン”は全国で約 1,000店舗を数え、消費者との接点として安全・安心な技

術を提供しております。また、ファッションの一翼を担うべく、Ｓ／Ｓ・Ａ／Ｗの年 2回、「ネイル

トレンド」を発信しております。

東京ネイルフォーラム、アジアネイルフェスティバル、東京ネイルエキスポの 3大主催イベント

は国際交流にも高い成果を収め、さらにネイルカンファレンス、全日本ネイリスト選手権地区大会

によって地域の活性化に努めました。

会報誌『Natiful』はもとより、ホームページを始め SNSを強化し、フェイスブックなどを通じて

協会の活動と業界の最新情報を広く社会に配信いたしました。

平成 20年より隔年で行っているネイルの市場調査を実施し、その成果をネイルマーケットリポート

『ネイル白書 2014-15』として発刊しました。4号目を迎えた今回は、ネイル産業全体の市場規模の

推移に加えて、ネイルサロンや消費者の動向など、より具体的な調査を充実させ、近未来への新た

な課題を見い出すことによって、来る 30周年記念事業のあるべき方向性を策定しました。

以上が、平成 26年度の事業報告の概要です。
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■ 各委員会 活動報告

教育委員会

1. JNA ジェルネイル技能検定試験の要項・審査基準の整備 

2. オフィシャル教育教材『テクニカルシステムベーシック』改訂版の制作、発刊 

3. 試験官推薦団体としてネイリスト技能検定試験（JNEC 主催）への支援を継続 

4. 会報誌、セミナー等を通じて健全なネイル産業のための正しい技術・理論教育に関する情報を発信

講師委員会

1. 認定講師の勉強会を実施 

2. 各種検定試験の試験官業務を遂行 

3. 各種検定試験の試験官養成講座を開催 

4. 講師会役員選挙、認定講師資格試験、常任本部認定講師昇格試験、本部認定講師昇格試験を実施

組織委員会

1. 全国 8会場で「全日本ネイリスト選手権 地区大会」を開催し、コンテストの需要を喚起 

2. 協会主催の地域催事において、地区委員会を中心に実行委員会を組織し、活動をサポート 

3. 8地区で地区委員会議を開催、情報共有を促進 

4. 地域間の情報格差を改善 

企画委員会

1. ネイルトレンド展開の中心として、国内のみならず海外メディアに強くアピールし、全世界へ発信 

2. ピンクリボン運動のさらなる充実を行い、受診につながる啓発活動を推進 

3. 各委員会とのコラボ企画を行い、会員メリットにつながるツールを開発 

4. サロンやスクールの現場で役立つデジタルツールを企画

広報委員会

1. 会員の皆様に向けた会報誌『Natiful』等のメディアのさらなる充実 

2. 安全・安心なネイルの普及に向けての効果的な情報発信及び広報活動 

3. メディアと連携した「認定ネイルサロン」のさらなる認知拡大 

4. JNA のさらなる認知度向上に向けてのイベントへのメディア誘致を強化、およびトレンドの発信

財務委員会

1. 健全な協会運営のための財政の透明化 

2. 予算進捗管理と定期開示 

3. 主催イベントにおける日当規定等の改定 

4. 30周年に向けた特別予算準備
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法制委員会

1. 「衛生管理士」資格継続手続きの実施 

2. 「衛生管理指導員」講習会開催の計画、実行 

3. 「衛生管理指導員 指導書」内容の拡充 

4. 協会諸規定・規則などの整備と立案 

5. 消防庁と連携してのアセトンの正しい取り扱いについての注意喚起リリース

スクール委員会

1. 安心して学べる JNA認定校としての学校運営の現況調査の実施及び管理

2. JNA認定校の認知拡大を目的とした協会 HPの内容拡充 

3. JNA認定校向けに実用的な研修会及び会議を全国で開催 

4. 社会の変化に応じた適切な認定校運営を行うための制度の継続的な改善

国際委員会

1. アジアネイルフェスティバルイン大阪 2015に海外のネイル団体や関係者を招聘 

2. 東京ネイルエキスポ 2015で海外のネイル団体や関係者との国際交流会を開催 

3. ネイル検定制度等の海外実施調査のための準備に着手 

4. 経済産業省の依頼によるベトナムでの調査事業及び研修事業へ協力

サロン委員会

1. JNA 認定ネイルサロン制度の普及 

2. 「ネイルサロン技術管理者」講習会の定期開催 

3. ネイル月間キャンペーンを通じての認定ネイルサロンの認知拡大と社会貢献 

4. 協会主催イベントにおいて無料体験・ネイルクーポン抽選会などのプロモーション活動を実施

プロダクツ委員会

1. 会議や協会主催催事において、会員企業の親睦及び情報交換の場を提供 

2. 業界の世論や意見提起を取りまとめ、必要に応じて協会理事会等に具申 

3. ネイル製品及びその原材料の品質向上、流通適正化の啓発活動 

4. 協会催事での出展管理及び秩序の維持

総務委員会

1. JNA設立 30周年記念に向けてのプロジェクトの設置と各委員会と連携しての企画立案 

2. ネイル産業の現状を調査し「ネイル白書 2014-15」の制作、発刊 

3. 情報管理の強化、漏洩対策を実践（プライバシーマークの取得） 

4. 関連各省庁、自治体を始め、ファッション界を含む関連各組織との交流 
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■ 平成26年度　主な事業活動

会 議

通常総会 平成 26 年 6 月 25 日（水）ザ・キャピトルホテル東急（鳳凰）

定例理事会 5月7日（水）、7月16日（水）、9月10日（水）、11月5日（水）
 平成27年1月14日（水）、3月18日（水）

評議員会 5月7日（水）、11月5日（水）

常任委員会 委員長会議（D12 会議）

 4月9日（水）、6月11日（水）、8月20日（水）、10月15日（水）、12月3日（水）
 平成26年2月18日（水）

各常任委員会

　＜教育委員会＞ 平成27年1月15日（木）、2月16日（月）、3月19日（木）

　＜講師委員会＞ 4月22日（火）、5月27日（火）、6月24日（火）、7月23日（水）、8月20日(木）、10月1日（水）、
 12月10日（水） 
 平成27年1月21日（水）、3月4日（火）

　＜組織委員会＞  地区委員会議：5月10日（土）関西地区、5月24日（土）中国・四国地区、
 6月21日（土）沖縄地区、6月28日（土）関東地区、8月2日（土）九州地区、
 8月16日（土）東北地区、8月23日（土）北海道地区、9月6日（土）中部地区

　＜企画委員会＞ 正副委員長会議：7月13日（日）、12月18日（木）

　＜広報委員会＞ 6月25日（水）、12月11日（木）、平成27年1月22日（木） 、3月6日（金）

　＜財務委員会＞ 監査：6月11日（水）

　＜法制委員会＞  4月24日（木）、9月1日（木）、10月2日（木）、12月18日（木）、2月23日（月）、3月26日（木）

　＜スクール委員会＞ 委員会会議：4月30日（水）、7月30日（水）、10月20日（月）、12月15日（月） 
 　　　　　 平成27年2月13日（金）
 正副委員長会議：4月22日（火）、6月17日（火）

　＜国際委員会＞  4月4日（金）、8月19日（火）、11月15日（土）

　＜サロン委員会＞  6月10日（火）、8月26日（火）、10月22日（水）、1月21日（水）
 平成27年3月3日（火）

　＜プロダクツ委員会＞  委員会会議：5月8日（木）、7月9日（水）、9月5日（金）、11月5日（水）、12月 2日（火）
 　　　　　 平成27年1月28日（水）、3月13日（金） 
 正副委員長会議：4月28日（月）、6月25日（水）、8月6日（水）、8月22日（金）、
 　　　　　　　 10月10日（金）、11月25日（火）、12月25日（木） 
 　　　　　　　 平成27年1月20日（火）、2月19日（木）
 プロダクツ企業定期報告会：5月18日（日）、11月15日（土）

　＜総務委員会＞ 5月20日（火）、6月4日（水）、9月3日（水）、11月20日（水）
　　　　　　　　　　   平成27年3月25日（水）、6月3日（水）

　＜その他会議＞ JNA認定校会議：8月18日（月）：東京、8月23日（土）：札幌、8月25日（月）広島、
 　　　　　　　  9月1日（月）：仙台、9月5日（金）：福岡、9月6日（土）：名古屋、
 　　　　　　　  9月17日（水）：大阪
 ネイルトレンド設定会議：7月16日（水）、平成27年1月20日（火）　
 ネイルトレンド制作会議：9月1日（月）、9月7日（日）、平成27年3月20日（金）
 ネイルカンファレンスプロジェクト会議：4月9日（水）、12月10日（水）
 地区大会プロジェクト会議：12月10日（水）
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主催イベント
東京ネイルフォーラム2014：5月19日（月）〜21日（水）
アジアネイルフェスティバルイン大阪 2014：7月13日（日）〜14日（月）
東京ネイルエキスポ2014：11月16日（日）〜17日（月）
JNAネイルカンファレンス in 名古屋：6月17日（火）
JNAネイルカンファレンス in 九州：9月25日（木）
JNAネイルカンファレンス in 四国：平成27年2月25日（水）
ピンクリボン ネイルアートコレクション　オープニングセレモニー：10月1日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 展示：10月1日（水）〜10月5日（日）
全日本ネイリスト選手権・地区大会

　　5月11日（日）関西地区、5月25日（日）中国・四国地区、6月22日（日）沖縄地区、6月29日（日）関東地区、

　　8月3日（日）九州地区、8月17日（日）東北地区、8月24日（日）北海道地区、9月7日（日）中部地区

JNAスーパーライブ 

　　4月15日（火）「羽田 由紀」、6月19日（木）「長谷川 園子」、7月29日（火）「岩井 智栄」、8月26日（火）「伊藤 朋子」、

　　9月24日（水）「長谷 真弓」、10月7日（火）「内藤 典子」、11月10日（月）「井筒 貴子」、12月9日（火）「太田 直美」、

　　2月10日（火）「長谷 真弓」、3月9日（月）「長谷川 園子」

JNA ジェルネイル技能検定試験
第10回 初級：6月7日（土）札幌、仙台、東京、名古屋、大阪、広島、福岡
 中級・上級：6月8日（日）札幌、仙台、東京、名古屋、大阪、広島、福岡
第11回 初級：12月6日（土）札幌、仙台、東京、名古屋、大阪、広島、福岡
 中級・上級：12月7日（日）札幌、仙台、東京、名古屋、大阪、広島、福岡

JNAジェルネイル技能検定試験 初級試験官養成講座

　　7月2日（水）：東京、7月22日（火）：大阪

ネイリスト技能検定試験（JNEC 主催）
2014年春期　1級：4月19日（土）、2級：4月20日（日）、3級：4月26日（土）・27日（日）　
2014年夏期　2級：7月19日（土）、3級：20日（日）
2014年秋期　1級：10月18日（土）、2級： 10月19日（日）、3級：10月25日（土）・26日（日）
2015年冬期　2級：1月17日（日）、3級：18日（日）

ネイルサロン衛生管理士講習会
平成26年4月〜平成27年3月：全564回開催（於 全国のJNA認定校）資格取得者数 7,430名
　　　　　　　　　　　　　（3月末時点での累計取得者数43,209名）
衛生管理指導員資格取得講習会
 　5月26日（月）東京会場①、5月27日（火）東京会場②、5月28日（水）名古屋会場、5月29日（木）大阪会場、
　 6月13日（金）札幌会場、6月18日（水）福岡会場、6月19日（木）広島会場、6月26日（木）東京会場③、6月27日（金）仙台会場
   （3月末時点での累計取得者数　本部指導員19名、指導員1,777名）

JNA 認定ネイルサロン技術管理者講習会
（於 全国のJNA認定校）
　　平成26年4月〜平成27年3月：全22回開催_資格取得者数242名
（於 秋期認定講師勉強会）
　　8月4日（月）〜7日（木）：全国7地区・8回開催_資格取得者数883名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜〜平成27年3月_累計取得者数1,575名＞
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JNA認定ネイルサロン技術管理指導員勉強会
　　第1期：7月15日（火）（大阪）
　　第2期：9月26日（金）（東京①）、10月9日（木）（大阪）、12月4日（木）（東京②）
　　第3期：平成27年2月19日（木）（東京）

その他 講習会、セミナー
JNA認定校ネイルスクール経営セミナー：平成27年2月13日（金）東京、2月20日（金）福岡、2月27日（金）大阪
JNA認定校理美容学校教職員対象ネイル研修会：平成27年3月10日（火）大阪、3月13日（金）福岡、3月24日（火）東京
JNA認定校申請説明会：12月15日（月）
JNA認定ネイルサロン向け経営セミナー：6月10日（火）

講師会活動
第31期JNA認定講師資格試験仮合格者勉強会：4月17日（木）
第31期JNA認定講師資格試験条件付合格者勉強会：5月8日（木）
第2回JNA常任本部認定講師昇格試験：5月15日（木）
2014年秋期JNA認定講師勉強会（全国7会場）：8月4日（月）〜7日（木）
2014年秋期JNA認定講師資格試験対策セミナー：8月27日（水）
第5期JNA本部認定講師昇格試験：9月2日（火）
第32期JNA認定講師資格試験：9月16日（火）
第32期JNA認定講師資格試験仮合格者勉強会：10月9日（木）
第32期JNA認定講師資格試験条件付合格者勉強会：10月30日（木）
＜平成27年＞
2015年春期JNA認定講師勉強会（全国7会場）：2月2日（月）〜5日（木）
2015年春期JNA認定講師資格試験対策セミナー：2月16日（月）
平成27年JNA講師会役員選挙：3月4日（水）
平成27年JNA常任本部認定講師会議：3月4日（水）
第33期JNA認定講師資格試験：3月17日（火）

後援、協賛イベント
ビューティーワールド ジャパン：5月19日（月）〜21日（水）／福岡国際ビューティー・ショー2014：6月9（月）〜11日（水）
Diet & Beauty Fair 2014:9月8日（月）〜10日（水）／ビューティーワールド ジャパン ウエスト：10月20日（月）〜22（水）

その他の活動
記者説明会：10月10日（金）
ネイル月間：11月1日（土）〜11月30日（日）
ネイルの日：11月11日（火）
平成27年 新年会：平成27年1月14日（水）
東京マラソン2015（JNAチャリティーランナー出場）：平成27年2月22日（日）

会報誌『Natiful』発行
平成26年5月1日（木）、7月1日（火）、9月1日（月）、11月1日（土）、
平成27年1月1日（木）、3月1日（日）

　平成 27 年 3 月末日現在の登録会員数
¡個人正会員：4,202名	 ¡個人一般会員：4,651名	 ¡スチューデント会員：10,955名
¡法人正会員：520名	 ¡法人賛助会員：25名	
¡認定講師：2,337名（第32期まで）	 ¡認定校：401校	 ¡認定ネイルサロン：956店
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■ 平成26年度 収支計算書　（平成26年4月1日〜平成27年3月31日）

第 2号議案

平成26年度  収支決算報告および監査報告承認の件
特定非営利活動法人  日本ネイリスト協会

（単位：円）

支     出     の     部 収     入     の     部
項     目 予算額 決算額 差額 項     目 予算額 決算額 差額

［事業費］ 1,056,000,000 973,561,133 △ 82,438,867 ［入会金収入］ 22,500,000 32,424,000 9,924,000
会報編集費 30,000,000 25,192,277 △	4,807,723 法人会員 2,500,000 4,950,000 2,450,000
開催費 34,760,000 34,117,969 △	642,031 個人会員 3,500,000 3,900,000 400,000
講師料（日当） 59,050,000 60,271,003 1,221,003 認定講師特別入会金 11,000,000 15,474,000 4,474,000
会場費 126,500,000 129,055,968 2,555,968 認定校特別入会金 5,500,000 8,100,000 2,600,000
印刷製本費 126,050,000 112,697,985 △	13,352,015
保険料 1,970,000 1,123,310 △	846,690 ［会費収入］ 140,000,000 136,873,000 △ 3,127,000
負担金支出 5,000,000 6,330,332 1,330,332 法人会員 65,000,000 63,510,000 △	1,490,000
助成金支出 800,000 76,410 △	723,590 個人会員 75,000,000 73,363,000 △	1,637,000
寄付金支出 500,000 300,000 △	200,000
検定運営費 37,100,000 37,683,360 583,360
検定運営費（認定校） 120,000,000 87,141,925 △	32,858,075
イベント運営費 161,100,000 167,715,615 6,615,615
制作委託費 21,550,000 22,267,222 717,222 ［事業収入］ 965,900,000 895,799,322 △ 70,100,678
システム委託費 82,900,000 78,113,784 △	4,786,216 教材販売収入 140,000,000 142,280,048 2,280,048
その他委託費 12,270,000 14,820,607 2,550,607 検定料収入 422,000,000 354,521,210 △	67,478,790
ホームページ委託費 17,550,000 15,180,900 △	2,369,100 検定支援料収入 30,000,000 30,412,480 412,480
運営委託費（認定校） 37,500,000 35,812,500 △	1,687,500 講習会収入 81,500,000 81,192,470 △	307,530
広報委託費 16,100,000 15,721,738 △	378,262 広告掲載料収入 21,000,000 19,899,000 △	1,101,000
広告宣伝費 22,000,000 3,444,400 △	18,555,600 コンテスト収入 30,000,000 31,472,500 1,472,500
接待交際費 8,600,000 8,667,224 67,224 入場料収入 6,900,000 6,346,000 △	554,000
旅費交通費 62,600,000 66,994,870 4,394,870 出展料収入 220,000,000 217,636,454 △	2,363,546
通信費 26,850,000 23,798,784 △	3,051,216 参加料 2,000,000 1,404,000 △	596,000
備品消耗品費 9,920,000 9,865,906 △	54,094 ホームページ広告料 2,500,000 1,730,160 △	769,840
支払手数料 700,000 395,782 △	304,218 登録料（サロン） 10,000,000 8,905,000 △	1,095,000
調査費 13,200,000 10,326,936 △	2,873,064
顧問料 300,000 0 △	300,000
会議費 5,330,000 4,729,988 △	600,012
雑費・予備費 15,800,000 1,714,338 △	14,085,662

［管理費］ 153,500,000 173,346,904 19,846,904
人件費 88,000,000 86,403,668 △	1,596,332
接待交際費 300,000 0 △	300,000
旅費交通費 200,000 0 △	200,000 ［雑収入］ 81,100,000 83,487,611 2,387,611
通信費 7,500,000 7,854,342 354,342 受取利息 100,000 119,276 19,276
備品消耗品費 5,500,000 6,366,580 866,580 その他 1,000,000 3,368,335 2,368,335
修繕費 200,000 0 △	200,000 情報管理強化引当金戻入 20,000,000 20,000,000 0
顧問料 8,000,000 7,848,336 △	151,664 広報活動強化引当金戻入 10,000,000 10,000,000 0
支払手数料 2,000,000 1,859,749 △	140,251 WEBサイト拡充引当金戻入 30,000,000 30,000,000 0
水道光熱費 600,000 492,988 △	107,012 30 周年記念事業引当金戻入 20,000,000 20,000,000 0
地代家賃 28,000,000 27,839,687 △	160,313
保険料 1,000,000 333,160 △	666,840
会議費 200,000 0 △	200,000
租税公課 6,000,000 8,338,900 2,338,900
リース料 1,200,000 960,903 △	239,097
減価償却費 2,600,000 3,052,066 452,066
雑費 2,000,000 1,897,300 △	102,700
法人税、住民税及び事業税 200,000 99,225 △	100,775
30 周年記念事業引当金繰入 0 20,000,000 20,000,000

当期支出合計 1,209,500,000 1,146,908,037 △ 62,591,963 当期収入合計 1,209,500,000 1,148,583,933 △ 60,916,067
［本年度剰余金］ 482,733,238 484,409,134 1,675,896 ［前期繰越剰余金］
前期繰越正味財産額 482,733,238 482,733,238 0 前期繰越正味財産額 482,733,238 482,733,238 0
本年度正味財産増加額 0 1,675,896 1,675,896
支出の部		合計 1,692,233,238 1,631,317,171 △	60,916,067 収入の部		合計 1,692,233,238 1,631,317,171 △	60,916,067

本年度剰余金 484,409,134 円は、全額次期繰越剰余金とする。
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■ 平成26年度 貸借対照表　（平成27年3月31日現在）

以上のとおり報告します。
平成27年6月10日（水）　理事長：滝川	晃一	 財務委員長：山崎	比紗子

厳正な監査の結果、上記決算が正確であることを認めます。
平成27年6月10日（水）　監　事：井手	勝輔	 清水	孝悦	 三宅	竜司

印印

印 印 印

資    産    の    部 負    債    の    部
科目 内訳 金額 科目 内訳 金額
現金 2,841,388 未払金 30,151,900

検定運営委託費 10,127,916
普通預金 399,271,619 衛生管理士バッジ作成料 4,460,400

三菱東京ＵＦＪ銀行・赤坂見附支店 362,256,497 検定会場費 2,615,652
三菱東京ＵＦＪ銀行・赤坂見附支店 4,276,172 その他 12,947,932
三井住友銀行・赤坂支店 32,737,502
みずほ銀行・赤坂支店 1,448 未払法人税等 確定申告分 70,000

郵便振替 ゆうちょ銀行 761,460 前受金 86,873,260
平成 27 年度会費 68,563,380

郵便預金 ゆうちょ銀行 5,033,350 その他 18,309,880

定期預金 110,000,000 預り金 5,181,825
三菱東京ＵＦＪ銀行・赤坂見附支店 110,000,000 源泉所得税・住民税 909,667

団体保険料預り分 4,272,158

未収金 67,005,584 引当金 20,000,000
教材販売未収金 34,606,725 30 周年記念事業引当金 20,000,000
会報広告料未収金 138,240
その他 32,260,619 退職給付引当金 18,000,000

未収会費 26年度会費 6,000

前払費用 10,357,052
東急不動産㈱（事務局家賃） 2,875,022
27年度開催事業関連費 7,482,030

立替金 39,267

仮払金 105,600

貸倒引当金 △ 440,000

棚卸資産 5,468,333
販売用図書ほか 5,468,333

有形固定資産 15,777,409 負債合計 160,276,985
内部造作 17,900,399
器具・備品 7,838,709
減価償却累計額 △	9,961,699

商標権 商標デザイン料 72,188

ソフトウェア 860,209
ホームページ作成費用 826,875
会員管理システム 33,334

電話加入権 145,600
正味財産 484,409,134

差入保証金 27,381,060 前期繰越正味財産額 482,733,238
事務局事務所保証金 27,381,060 本年度正味財産増加額 1,675,896

資産合計 644,686,119 負債及び正味財産合計 644,686,119

特定非営利活動法人  日本ネイリスト協会
（単位：円）
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平成27年度  事業計画案承認の件
（平成27年4月1日〜平成28年3月31日）

第 3号議案

日本ネイリスト協会は、今年設立 30周年を迎えました。これまでの活動の集大成を具現化すると

ともに、ネイル産業の現状を的確に分析し、さらなる発展に向けての活動を展開します。

昨年発刊した『ネイル白書 2014-15』では、ネイルを普段の身だしなみとしてサロンに通う女性は

まだ全体の 20％程度に止まっていることが示されました。ネイル愛好者を中心とした既存客の層を

“レッドオーシャン”、まだネイルに慣れ親しんでいない潜在客の層を“ブルーオーシャン”と定義し、

“ブルーオーシャン”に向けてネイルの魅力を訴求する活動を展開します。

華美なイメージが先行しがちなネイルへの認識を改め、健康で美しい爪をつくるネイルケアの価

値を訴求する活動を行います。全ての人にネイルの楽しさ、美しさ、キレイな指先から生まれる高

揚感を提案することによってネイル人口の拡大を図ります。

「全国縦断！ネイルキャラバン」では、全国各地区をキャラバンカーで巡回し、プロネイリスト

によるネイル体験の機会を広く提供します。また、職場でのネイルへの意識の改善を目的に、一般

企業や自治体に「ネイル服務規程マニュアル」をもって訪問し、職場環境に相応しい身だしなみと

してのネイルを提案します。その他、マスコミやインターネットメディアを通じて、広くブルー

オーシャンに向けてネイルの魅力を訴求していきます。

一方で、JNA認定ネイルサロンや JNA認定校を通じて、ネイルを愛する方たち、ネイリストを目

指す方たちに向けて、さらなる魅力を訴求する活動も展開します。“JNA認定ネイルサロン”では顧

客向けのキャンペーンを充実させ、新しいお客様を誘引する施策を行います。また“JNA認定校”

において奨学金制度を設け、次世代のネイリストの育成をサポートします。

さらに、協会 30年の集大成として、9月 16日東京・虎ノ門ヒルズフォーラムにて記念式典と

パーティーを行い、功労のあった会員を表彰するとともに、会員および関連業界との懇親を深める

機会を設けます。また、この日に向けて 30年間の歴史をまとめた記念誌を編纂いたします。

平成 28年 3月には、JNA設立 30周年記念大会として“ハワイ CUP選手権大会”を中心とした

イベントを開催し、アニバーサリーイヤーを華やかに締めくくります。

　

以上が、平成 27年度の事業計画の概要です。



11

■ 各委員会 活動案

教育委員会

1. JNA設立 30周年にあたり、ネイルケアを中心とした正しい技術・理論教育に関する情報の発信
2. 新オフィシャル教育教材『テクニカルシステムアドバンス』の制作、発刊
3. JNAジェルネイル技能検定試験の要項・審査基準の整備
4. 試験官推薦団体としてネイリスト技能検定試験（JNEC 主催）への支援を継続

講師委員会

1. JNA設立 30周年企画業務への協力
2. 講師会の各種業務効率化と平準化の推進
3. 認定講師規程の見直しに着手
4. ME勉強会、認定講師勉強会の充実

組織委員会

1. JNA設立 30周年記念事業として、「ネイルキャラバン」をはじめ、ネイル体験の場を積極的に提供
2. 「全日本ネイリスト選手権 地区大会」を全国 7地域で開催し、コンテスト需要をさらに喚起
3. 協会主催の地域催事において、地区委員会を中心に実行委員会を組織し、活動をサポート
4. 地区委員会議を定期的に開催し、情報共有を促進するとともに、地域間の情報格差を改善

企画委員会

1. JNA設立 30周年の各種イベント・ヒストリーブックにおける諸企画の立案と推進
2. ネイルトレンドのサロンでの活用促進と海外メディアへの発信の強化
3. ピンクリボン運動の全国展開の充実と、受診のきっかけとなる PRの強化
4. JNAに関するWEBメディアの再考と、一般の人へのネイルの興味を喚起

広報委員会

1. 会員の皆様に向けた会報誌『Natiful』の刷新と JNA30年周年記念誌の制作
2. 安全・安心なネイルの普及に向けての効果的な情報発信及び広報活動
3. JNAの認知度向上に向けたホームページの拡充及び SNSの活用
4. 国内外へのネイル普及に向けたメディアアプローチ

財務委員会

1. 健全な協会運営のための財政の透明化
2. 経費削減・監視
3. 各種精算の適切な処理と合理化
4. JNA設立 30周年特別予算の進捗管理

法制委員会

1. JNA設立 30周年の集大成として衛生管理士制度のさらなる充実、および海外への発信
2. 安全で安心なネイルサービス環境の拡充
3. ネイル業界およびネイリストが遵守すべきコンプライアンスに関する情報発信
4. “JNA が果たすべき社会的責任”CSR を検証
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スクール委員会

1. JNA設立 30周年に伴うプロのネイリストの育成拡大に向けた学生支援の実施
2. 適切な認定校運営のための制度管理・推進と継続的な見直しの実施
3. JNA認定校向けに実用的な研修会及び会議を全国で開催
4. 広報活動強化による JNA認定校の認知拡大とブランド力向上

国際委員会

1. JNA設立 30周年記念ハワイ・アニバーサリーイベント及びハワイ CUPの主導
2. 日本の催事への海外ネイル関係者の招致と海外のネイル団体や関係者主催の各種催事への参加
3. 検定試験及び認定制度の海外認証プロジェクトを主導
4. 経済産業省との連携によるベトナムのネイル産業振興と認証制度導入への協力

サロン委員会

1. JNA設立 30周年事業と連動した認定ネイルサロン制度のさらなる普及
2. 各主催イベントでの認定ネイルサロン PR

3. 認定校自校開催による「ネイルサロン技術管理者講習会」の全国への普及
4. 認定ネイルサロン向けセミナーの充実

プロダクツ委員会

1. JNA設立 30周年記念事業として、“ブルーオーシャン”を対象とした会員企業共同キャンペーンを
実施
2. 業界の世論や意見提起を取りまとめ、必要に応じて協会理事会等に具申
3. 会員企業の求める情報分野を取り上げたセミナーを定期的に企画、実施
4. 協会催事での出展規定の整備及び安全と秩序の維持

総務委員会

1. JNA設立 30周年記念事業プロジェクトの推進と企画立案、実行
2. 既存会員のメリットの追求と新規会員の獲得のための諸規定改訂作業
3. ネイル産業の現状の把握と中長期的視点に立った業界健全化のための施策立案
4. 関連各省庁、自治体を始め、ファッション界を含む関連各組織との交流

事業計画を円滑に推進するために、以下の特別プロジェクトを設置

¡ JNA30周年記念事業実行委員会

¡ 東京ネイルエキスポプロジェクト

¡ アジアネイルフェスティバルプロジェクト

¡ 東京ネイルフォーラムプロジェクト

¡ JNA ネイルカンファレンスプロジェクト

¡ 認定ネイルサロンプロジェクト

¡ 認定校プロジェクト

¡ ネイルトレントプロジェクト

¡ 全日本ネイリスト選手権 地区大会プロジェクト

　・・・・
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■ 平成27年度　主な事業活動案
平成27年（2015年）
  4月15日（水）	 常任委員会委員長会議（D12会議）
  4月18日（土）〜19日（日）	 2015年春期	ネイリスト技能検定試験/1級・2級（JNEC主催）
  4月26日（日）	 2015年春期	ネイリスト技能検定試験/3級（JNEC主催）
  5月  1日（金）	 会報誌「Natiful	Vol.113」発行
  5月10日（日）	 全日本ネイリスト選手権・関西地区大会
  5月13日（水）	 定例理事会／評議員会
  5月18日（月）〜20日（水）	 東京ネイルフォーラム2015
  5月30日（土）	 全日本ネイリスト選手権・中国四国地区大会
  6月  6日（土）〜7日（日）	 第12回ジェルネイル技能検定試験/初級・中級・上級
  6月10日（水）		 常任委員会委員長会議（D12会議）
  6月14日（日）	 全日本ネイリスト選手権・関東地区大会
  6月24日（水）	 平成27年度	通常総会
  6月26日（金）	 ネイルカンファレンス	in	九州（熊本）
  7月  1日（水）	 会報誌「Natiful	Vol.114」発行
  7月  4日（土）	 全日本ネイリスト選手権・九州地区大会
  7月12日（日）〜13日（月）	 アジアネイルフェスティバル	in	大阪	2015
  7月15日（水）	 定例理事会
  7月18日（土）〜19日（日）	 2015年夏期	ネイリスト技能検定試験/2級・3級（JNEC主催）
  8月  3日（月）〜6日(木）	 秋期	認定講師勉強会（全国7会場）
  8月16日（日）	 全日本ネイリスト選手権・東北地区大会
  8月18日（火）	 JNA認定校会議：東京
  8月19日（水）	 常任委員会委員長会議（D12会議）
  8月22日（土）	 JNA認定校会議：札幌
  8月23日（日）	 全日本ネイリスト選手権・北海道地区大会
  8月24日（月）	 JNA認定校会議：福岡
  8月28日（金）	 JNA認定校会議：仙台・広島
  9月  1日（火）	 会報誌「Natiful	Vol.115」発行
  9月  5日（土）	 JNA認定校会議：名古屋
  9月  6日（日）	 全日本ネイリスト選手権・中部地区大会
  9月  7日（月）	 JNA認定校会議：大阪
  9月  8日（火）	 第34期	認定講師資格試験（大阪）
  9月  9日（水）	 定例理事会
  9月16日（水）	 JNA設立30周年式典・パーティー
  9月25日（金）	 ネイルカンファレンス	in	北海道
10月  1日（木）〜	 ピンクリボンネイルアートコレクション
10月14日（水）	 常任委員会委員長会議（D12会議）
10月17日（土）〜18日（日）	 2015年秋期	ネイリスト技能検定試験/1級・2級（JNEC主催）
10月25日（日）	 2015年秋期	ネイリスト技能検定試験/3級（JNEC主催）
11月  1日（日）	 会報誌「Natiful	Vol.116」発行
11月  1日（日）〜30日（月）	 ネイル月間
11月  4日（水）	 定例理事会／評議員会
11月11日（水）	 「ネイルの日」
11月15日（日）〜16日（月）	 東京ネイルエキスポ	2015
12月  2日（水）	 常任委員会委員長会議（D12会議）
12月  5日（土）〜  6日（日）	 第13回ジェルネイル技能検定試験/初級・中級・上級

平成28年（2016年）
  1月  1日（金）	 会報誌「Natiful	Vol.117」発行
  1月13日（水）	 定例理事会／平成28年	新年会
  1月16日（土）〜17日（日）	 2016年冬期	ネイリスト技能検定試験/2級・3級（JNEC主催）
  2月  8日（月）〜11日（木）	 認定講師勉強会（全国7会場）
  2月17日（水）	 常任委員会委員長会議（D12会議）
  3月  1日（火）	 会報誌「Natiful	Vol.118」発行
  3月  3日（木）〜  4日（金）	 JNA	30th	Anniversary	EVENT	in	HAWAII
  3月15日（火）	 第35期	認定講師資格試験（東京）
  3月16日（水）	 定例理事会
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■ 平成27年度 収支予算案　（平成27年4月1日〜平成28年3月31日）

第 4号議案

平成27年度  収支予算案承認の件

特定非営利活動法人  日本ネイリスト協会
（単位：円）

支     出     の     部 収     入     の     部
項     目 金　額 項     目 金　額

［事業費］ 1,065,050,000 ［入会金収入］ 28,500,000
会報編集費 25,000,000 法人会員 3,500,000
開催費 33,000,000 個人会員 4,000,000
講師料（日当） 60,000,000 認定講師特別入会金 13,500,000
会場費 120,000,000 認定校特別入会金 7,500,000
印刷製本費 105,000,000
保険料 1,400,000
負担金支出 5,500,000 ［会費収入］ 140,000,000
助成金支出 200,000 法人会員 65,000,000
寄付金支出 500,000 個人会員 75,000,000
検定運営費 35,000,000
検定運営費（認定校） 90,000,000
イベント運営費 165,000,000
制作委託費 22,000,000 ［事業収入］ 915,500,000
システム委託費 77,000,000 教材販売収入 150,000,000
その他委託費 14,000,000 検定料収入 370,000,000
ホームページ委託費 16,000,000 検定運営料収入 30,000,000
運営委託費（認定校） 35,000,000 講習会収入 82,000,000
広報宣伝費 20,500,000 広告掲載料収入 19,000,000
接待交際費 8,500,000 コンテスト収入 30,000,000
旅費交通費 65,000,000 入場料収入 6,000,000
通信費 23,500,000 出展料収入 215,000,000
備品消耗品費 9,500,000 参加料 1,500,000
支払手数料 450,000 ホームページ広告料 2,000,000
調査費 1,500,000 登録料（サロン） 10,000,000
会議費 4,500,000
雑費・予備費 7,000,000
30 周年記念特別事業費
正しいネイル訴求活動 60,000,000
記念式典 15,000,000
ハワイイベント 15,000,000
30 周年記念誌 10,000,000
特別功労金引当 20,000,000

［管理費］ 154,050,000 ［雑収入］ 25,100,000
人件費 87,000,000 受取利息 100,000
通信費 8,000,000 その他 5,000,000
備品消耗品費 6,000,000 30 周年記念事業引当金戻入 20,000,000
修繕費 200,000
顧問料 8,000,000
支払手数料 2,000,000
水道光熱費 700,000
地代家賃 33,600,000
保険料 350,000
租税公課 1,500,000
リース料 1,000,000
減価償却費 3,600,000
雑費 2,000,000
法人税、住民税及び事業税 100,000
当期支出合計 1,219,100,000 当期収入合計 1,109,100,000

［本年度剰余金］ 374,409,134 ［前期繰越剰余金］
前期繰越正味財産額 484,409,134 前期繰越正味財産額 484,409,134
本年度正味財産増加額 △	110,000,000
支出の部		合計 1,593,509,134 収入の部		合計 1,593,509,134
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監事選任の件

1. 役員改選の件

平成 27年 3月 18日（水）開催の次期正副理事長会議において、以下の 3名が監事候補として選出され
ました。

【監事候補】 井手勝輔　　清水孝悦　　三宅竜司

【役員等選任について】

平成 27年 1月 14日（水）、及び 2月 18日（水）開催の役員等選任員会において、次期理事 21名が決
定し、評議員候補が選任されました。さらに 3月 18日（水）開催の次期理事による会議で、次期理事長・
副理事長が選任されました。

【理事】21名（任期：平成 27年 7月 1日〜平成 29年 6月 30日）※順不同

理　事　長：滝川晃一

副理事長：藤原洋二（兼専務理事）　仲宗根幸子　水野義夫

理　　事：金子実由喜　木下美穂里　山崎比紗子　北村智恵　 新岡潤子　萩原直見

　　　　　菅野益也　    鈴木政信　    高木由紀　    久米健市　髙野恒樹　松浦正広    滝川裕史

　　　　　兼光アキ子（新任）　中村富玖実（新任）　萩野眞（新任）　木村俊弥（新任）

【評議員】45名（任期：平成 27年 7月 1日〜平成 29年 6月 30日）※ 50音順

秋里千恵　　 池谷真理子　 井筒貴子　　伊藤朋子　　遠藤淳子　　　  小笠原弥生　  小川浩美　　

小倉規布佳　 金井智子　　 川合昭　　　北島美樹　　北村昌人　　　  木下ユミ　　  倉えりか　　

黒崎えり子　 小池貴美子　 小橋涼子　　佐藤伸一　　ジェニー牛山　  荘司礼子　　  鈴木泰子　　

髙野直樹　　 髙野芳樹　　 高橋一枝　　高橋博忠　　髙宮邦彦　　　  高山裕美　　  滝川睦子　

滝本美奈子　 筒井美貴　　 内藤典子　　長里美帆　　西口啓子　　　  布川耕吉　　  野村佳代　

廣田直子　　 藤原真理　　 宮下賢一　　宮島桂子　　宮本浩　　　　  森実まり　　  山内弘美　

八巻昌子　　 山田和代　　 吉川秀隆

第 5号議案

報告事項
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【常任委員会委員長選任について】

平成 27年 3月 18日（水）開催の次期正副理事長会議において、常任委員会委員長（D12）が選任されました。

【常任委員会委員長】（任期：平成 27年 4月 1日〜平成 29年 3月 31日）

総務委員会 : 藤原洋二 教育委員会 : 仲宗根幸子 講師委員会 : 水野義夫 

組織委員会 : 金子実由喜 企画委員会 : 木下美穂里 広報委員会 : 北村智恵 

財務委員会 : 山崎比紗子 法制委員会 : 萩原直見 スクール委員会 : 鈴木政信

国際委員会 : 髙野恒樹 サロン委員会 : 松浦正広 プロダクツ委員会 : 滝川裕史



日本ネイリスト協会は、以下の 使命・理念・心得・活動 を日々の活動指針とする

ネイルを日々の身だしなみとして、世界一指先の美しい国へ。

Mission　使　命

ネイルは、夢と感動を与える
ネイルは、健康と美しさを創る
ネイルは、芸術であり感性である
ネイルは、生活に豊かさをもたらす
そして、「ネイルケア」が基本である。

Policy　心　得

Philosophy　理　念
特定非営利活動法人 日本ネイリスト協会は、ネイルに関する
技能講習や資格認定等を通じて広くネイル文化とネイリストの
技能向上を図り、社会性、公益性、消費者保護の観点から、
適切な情報提供とコンプライアンス（法令遵守）に努め、健全
なネイルビジネスの発展に寄与することを基本理念とする。

Activit ies　活　動
技能セミナーの開催等によるネイルに関する人材の育成
ネイリストの技術基準の策定、公表および資格認定制度
会報・メディアなどを通じネイル関連の最新情報の提供
ネイルに関する理論および技術体系に関する研究・開発
関連行政・団体等との連携および海外ネットによる交流
ネイルの魅力を社会にアピールし、その認知度を高める
その他、この法人の目的を達成するために必要な活動

1
2
3
4
5
6
7
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